
俄

サークル会員の募集やイベン
ト情報を掲載するコーナーです。
申し込み方法獅掲載月の３カ月
前の１日（松掌抄承の場合は、
その翌開庁日）午前９時から電
話で広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ
※先着順。ただし、過去に掲載
されていない団体を優先しま
す。７月１日号の受け付けは
４月１日捷からです。掲載す
るには注意事項があります。
詳細は同係まで問い合わせて
ください。

弥生写真展
写真を愛する５人の仲間が、個
性豊かな作品約５０点を展示。
■時３月２６日昇～３１日掌午前９時～
午後５時（２６日は午前１１時から、
３１日は午後３時まで） ■場市民ギ
ャラリー ■問井野口菊男さん（緯

い の くち きく お

０９０〈４２１５〉０８０１）

合同表装展
公民館活動で掛け軸を作ってい
る、７グループの表装展です。
■時３月１５日晶～１７日掌午前９時～
午後５時（１５日は午前１１時から、
１７日は午後４時まで） ■場市民ギ
ャラリー
■問内藤学さん（緯〈７６〉０１５５）

さとる

市スキー連盟野沢スキー教室
■時３月２２日晶午後８時～２４日掌午
後９時頃 ■場野沢温泉スキー場
（長野県） ■定４０人（先着順） ■￥小
学生以下獅２万円 中学・高校生
獅２万１０００円 大人獅２万２０００円
■申３月６日昌から和田スポーツ
（今池町／緯〈９７〉０２７９）へ

親子でリトミック参加者募集
親子のふれあいを大切に、楽し
く音楽を始めませんか？
■時月３回昇の午前中４５分間 ■場中
部公民館 ■対１歳～３歳の子とそ
の保護者 ■￥月額２５００円
■問木島由美子さん（緯０９０〈９９４３〉０９

ゆ み こ

６８）

山本昌子ちぎり絵展
まさ こ

花や風景など、和紙ちぎり絵作
品約５０点を展示します。
■時３月２９日晶～３１日掌午前９時３０
分～午後５時（３１日は午後４時ま
で） ■場文化センター
■問山本昌子さん（緯〈７６〉５８８１）

まさ こ

安城歌謡同好会会員募集
カラオケが好きな人を募集して
います。みなさん遊びに来てくだ
さい。
■時毎月第３掌午後１時３０分～４時
３０分 ■場ＪＡあいち中央安城南支
店（和泉町） ■￥月額４００円
■問水野博明さん（緯〈７５〉７２２６）

ひろ あき

英会話サークル喜楽会
き らくかい

「気軽に楽しく」をモットーに、
各自の体験談や社会問題に対する
感想・意見を交換しています。
■時毎週松午前９時４５分～１１時３０分
■場文化センター ■￥３カ月１万
５０００円程度
■問徳永宏さん（緯０９０〈９２６２〉６５１２）

ひろし

シャンソン発表会
西尾シャンソンサークルの１０周
年発表会と青山桂子氏のライブ。

けい こ

■時３月８日晶 開場獅午後０時３０
分 開演獅午後１時 ■場ホテルグ
ランドティアラ安城（三河安城南町）
■￥１０００円（前売り券のみ） ■問恒川

つね かわ

寿美子さん（緯０５６３〈５４〉３１５１）
す み こ

ＮＯＲＩさん原点回帰ライブ
フォーク・ロック・童謡を、ギ
ター１本で弾き語ります。
■時３月１６日松午後１時３０分～３時・
７時～８時３０分 ■場あんぐるＣａ
ｆｅ（朝日町） ■￥各１００円（小学生
以下無料）
■問岡本典男さん（緯〈９９〉７９５５）

のり お
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「わたしの望遠郷」、「ほっとタイ夢」コーナーでは、市民の皆さんからの投稿をお待ちしています。詳しくは、
電話で秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。掲載者には記念品を差し上げます。

北海道札幌市
さっ ぽろ

広報あんじょう 2013.3.1

私の故郷は、さっぽろ雪まつ
りで有名な北海道札幌市です。
１２歳から２０歳までの８年間を過
ごしました。
北海道では、トウモロコシの
ことをトウキビと言います。札
幌市中心部にある大通公園には、
トウキビ屋台があります。買い
物などで近くに行ったときは、

焼きトウキビをよく食べていま
した。とても甘くて美味しかっ
たです。
札幌市は雪がたくさん降るの
で、初めは戸惑うことばかりで
した。引っ越し当日に自宅へ着
くと、家は雪に埋もれ
ていて、幼かった私は
すごい所に来たと思い
ました。冬の道路は、
除雪された雪が車道と
歩道の間に積み上がり、
ときには身長よりも高
くなることもあります。
外は寒いけれど、家の
中はとても暖か。友達
のお母さんが、半袖で
生活していたのには驚

きました。
子どもたちを冬の札幌に連れ

て行くと、雪を見て大喜び。雪
で大変だった生活も、今ではい
い思い出です。

藤田靖子さん（和泉町）
やす こ

石川桂さん（井杭山町）
かつら

夢は篆刻の魅力を伝えること
てん こく

石や木など
に、篆書の字

てん しょ

を彫り、印を
作る篆刻。石
川さんは、梨
の里小学校児
童の卒業記念
に、２年前から自作の印を贈っ
ています。
印は１人１本、それぞれの名
前を彫ったものを作ります。今
年の卒業生は７６人。完成には４０
日くらいかかり、作業中に手が
痛くなることもあります。それ
でも、どんな子か想像しながら
名前を彫る作業は、子どもたち
とつながることができる時間。
印を渡すときに会うのが、とて

も楽しみなんです。
夢は、篆刻の魅力を伝えるこ
と。篆刻では、作品に味を出す
ため、文字をわざと欠けさせる
こともあります。一般になじみ
のない篆書を使うから
こそ、字のうまい下手
ではなく、自分にしか
できない個性的な作品
を作ることができます。
卒業する子どもたちに
も、「個性を大事に成長
して欲しい」と、思い
を込めて印を贈ってい
ます。
小学校やシルバーカ
レッジで篆刻を教えて
います。篆刻が縁で、

たくさんの人と出会えることが
楽しいです。これからも、この
手が動く限り、たくさんの人に
篆刻の魅力を伝えていきたいで
す。

除雪作業の様子 提除雪作業の様子 提供供：：札幌市札幌市

藤田さんとお子さんの幸誠く藤田さんとお子さんの幸誠くんん
ゆきまゆきまささ

1本1本手作業で彫りま1本1本手作業で彫りますす


